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当校の研究主題

「成長を自覚し、主体的に学ぶ子供を育成する授業」
～ルーブリックの共有とタブレット端末利活用による指導と評価の一体化の研究～

以前から「成長の自覚」に重点
「指導と評価の一体化」

しかし



当校の研究主題

「成長を自覚し、主体的に学ぶ子供を育成する授業」
～ルーブリックの共有とタブレット端末利活用による指導と評価の一体化の研究～

評価規準や評価方法等の評価の方針について必ずしも教師
が十分に児童生徒に伝えていない場合があることが指摘されて
いる。しかしながら、どのような方針によって評価を行うのかを事
前に示し、共有しておくことは、評価の妥当性・信頼性を高める
とともに、児童生徒に各教科等において身に付けるべき資質・
能力の具体的なイメージをもたせる観点からも不可欠であるとと
もに児童生徒に自らの学習の見通しをもたせ自己の学習の調
整を図るきっかけとなる

平成３１年１月２１日
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会
「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」より



当校の研究主題

「成長を自覚し、主体的に学ぶ子供を育成する授業」
～ルーブリックの共有とタブレット端末利活用による指導と評価の一体化の研究～
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・判断基準をレベルごとに整理した一覧表

ルーブリックの共有

本時の評価規準

○ 和紙のよさや魅力を伝えるという目的を意識して、よさや魅力とそれを支える理由や
事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫することができる。 【思考・判断・表現①】
○ 友達と必要な語や文を見付け、粘り強く文章に表そうとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
ルーブリック 

 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

レベル３ 
和紙のよさや魅力が伝わるように理由や
事例を使って書くことができた。（「中」の
２つとも） 

読み手に分かりやすく書こうとしたり、友達の
文章を読んでアドバイスしたりすることができ
た。 

レベル２ 
和紙のよさや魅力が伝わるように理由や
事例を使って書くことができた。（「中」の
どちらか１つ） 

分かりやすく書こうとしたり、友達の文章を読
んで評価したりすることができた。 

レベル１ 
和紙のよさや魅力を伝えるために必要な
言葉や文を考えることができた。 

時間になるまで分かりやすく文章を書こうと
していた。 

 

様々な学習の場に適した判断基準を設定できる

達成した姿のイメージが明確になる



ルーブリックの作り方

① 学習指導要領を基に、
単元の評価規準を設定

② 単元の評価計画
（ルーブリック計画）

③ 本時のねらいに
合わせた本時の
ルーブリック



ルーブリックの作り方

職員間での模擬授業
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肯定的な表現に

児童に伝わりやすいか
自己評価ができるか

否定的な表現
児童の課題意識に
沿って提示する





ルーブリックの成果 児童アンケートの結果から

「振り返りをもとに、次のめあてや学習計画を立てて取り組んでいる」

前期
％

後期
％79.3 84.6

ルーブリックを使って単元や活動の途中で振り返ることで、
成長を自覚し、新しいめあてを立て、より主体的に取り組む



積極的な利用 オンライン授業も

タブレット端末利活用

apple社との連携→評価のアイディア





ルーブリックの共有

タブレット端末を使って提出、アンケート集計

教師は児童の評価を一覧で確認できる

授業改善につながる





タブレット端末利活用の成果 児童アンケートの結果から

「いつもの授業で、タブレットを使って自分の考えや思いを表しています」

前期
％

後期
％82.3 93.4

タブレット端末を使って表現したり、
振り返ったりする機会が増えたことを児童が実感



「児童の自己評価と、教師の評価との相違」

研究全体を通しての課題

「児童の自己評価の蓄積」



見えてきた課題 ３年算数「筆算のしかたを考えよう」

活動前にルーブリックにある
「キーワード」が何かを
児童が正しく共通理解できるかがポイント。



見えてきた課題「児童の自己評価と教師の評価との相違」

【知識・技能】の評価は、授業の終わりの練習問題で判断するため、児童
の自己評価と教師の評価に差は無かった。

レベル３ レベル２ レベル１

児童 １３人 ６人 ０人

教師 １１人 ６人 ２人
自己評価と教師の評価が一致しなかった児童は６人。

その内５人は、自己評価が高い。

一方、【思考・判断・表現】の児童の自己評価と教師の評価は、下のよう
になった。



分かりやすい表現と丁寧な説明

差が生まれたら、児童に結果をフィードバック

見えてきた課題「児童の自己評価と教師の評価との相違」

評価の差を縮めるために

児童間での相互評価で評価の修正



「児童の自己評価と、教師の評価との相違」

見えてきた課題

「児童の自己評価の蓄積」



教師は一覧で見られ、指導に生かせる

自己評価の変化をグラフ化

見えてきた課題「児童の自己評価の蓄積」

タブレット端末を使っての評価

自分を見つめ直す



児童にとっても教師にとっても、
さらに意義のある「学習評価の共有」を！
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